























































































































































































































































































































































































































































































32 Vgl., Sacks, GG Konmentar, 5 Aufl. 2009, S. 234.「障害者」の定義を，「通常の身体，
精神，心的状態に起因する」ものとして，広範に捉えている。これに係る憲法裁判
所の判断は，「特殊学校への転向処分と障害者の不利益処分禁止」にある（宮地基），
ドイツ憲法判例研究会編『ドイツの憲法判例Ⅲ』信山社，2008年，110頁。難解な
事例であるが，重要な点は，憲法裁判所が，障害者への差別的取り扱いを，他の
「性別，人種等」と同じく厳格審査すべき事例と判断していることである。問題の
「不利益取り扱い」を，「障害者の状況をその障害を理由として悪化させる」措置と
「障害者の能力発揮及び活動の機会を奪う」措置に区分している。114頁。「あはき
法」の事例は，後者の範疇で理解して行くことも可能であろう。次に検討して行き
たいテーマである。
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